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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 ユニキャストルーティングの設定について
この章では、スイッチに IPv6ユニキャストルーティングを設定する方法について説明します。

この章のすべての IPv6機能を使用するには、スイッチまたはスタックマスターが IPサービス
フィーチャセットを実行している必要があります。IPベースのフィーチャセットを実行して
いるスイッチは、IPv6スタティックルーティング、IPv6の RIP、および OSPFをサポートし
ます。LANベースのフィーチャセットが稼働しているスイッチは、IPv6ホスト機能だけをサ
ポートします。

（注）
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IPv6 の概要
IPv4ユーザは IPv6に移行することができ、エンドツーエンドのセキュリティ、Quality of Service
（QoS）、およびグローバルに一意なアドレスのようなサービスを利用できます。IPv6アドレス
スペースによって、プライベートアドレスの必要性が低下し、ネットワークエッジの境界ルータ

で Network Address Translation（NAT;ネットワークアドレス変換）処理を行う必要性も低下しま
す。

シスコの IPv6の実装方法については、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

IPv6およびこの章のその他の機能については、

•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

• Cisco.comの [Search]フィールドを使用して、Cisco IOSソフトウェアマニュアルを特定しま
す。たとえば、スタティックルートについての情報が必要な場合は、[Search]フィールドで
Implementing Static Routes for IPv6と入力すると、スタティックルートについて調べられま
す。

IPv6 Addresses
スイッチがサポートするのは、IPv6ユニキャストアドレスのみです。サイトローカルなユニキャ
ストアドレスおよびマルチキャストアドレスはサポートされません。

IPv6の128ビットアドレスは、コロンで区切られた一連の8つの16進フィールド（n:n:n:n:n:n:n:n.
の形式）で表されます。次に、IPv6アドレスの例を示します。

2031:0000:130F:0000:0000:09C0:080F:130B

実装を容易にするために、各フィールドの先行ゼロは省略可能です。上記アドレスは、先行ゼロ

を省略した次のアドレスと同じです。

2031:0:130F:0:0:9C0:80F:130B

2つのコロン（::）を使用して、ゼロが連続する16進フィールドを表すことができます。ただし、
この短縮形を使用できるのは、各アドレス内で 1回のみです。

2031:0:130F::09C0:080F:130B

IPv6アドレス形式、アドレスタイプ、および IPv6パケットヘッダーの詳細については、Cisco.com
で『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/ipv6_basic/
configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.htmlを参照してください。

「Information About Implementing Basic Connectivity for IPv6」の章では、次の項の内容がスイッチ
に適用されます。

• IPv6アドレス形式

• IPv6アドレスタイプ：ユニキャスト

• IPv6アドレスタイプ：マルチキャスト
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•「IPv6 Address Output Display」

•簡易 IPv6パケットヘッダー

サポート対象の IPv6 ユニキャストルーティング機能
ここでは、スイッチでサポートされている IPv6プロトコル機能について説明します。

スイッチは、IPv6の Routing Information Protocol（RIP）、および Open Shortest Path First（OSPF）
バージョン 3プロトコルによる IPv6ルーティング機能を提供します。等コストルートは 16個ま
でサポートされ、IPv4および IPv6フレームを回線レートで同時に転送できます。

128 ビット幅のユニキャストアドレス

スイッチは集約可能なグローバルユニキャストアドレスおよびリンクに対してローカルなユニ

キャストアドレスをサポートします。サイトに対してローカルなユニキャストアドレスはサポー

トされていません。

•集約可能なグローバルユニキャストアドレスは、集約可能グローバルユニキャストプレ
フィックスの付いた IPv6アドレスです。このアドレス構造を使用すると、ルーティングプ
レフィックスを厳格に集約することができ、グローバルルーティングテーブル内のルーティ

ングテーブルエントリ数が制限されます。これらのアドレスは、組織を経由して最終的に

インターネットサービスプロバイダーに至る集約リンク上で使用されます。

これらのアドレスはグローバルルーティングプレフィックス、サブネット ID、およびイン
ターフェイス IDによって定義されます。現在のグローバルユニキャストアドレス割り当て
には、バイナリ値 001（2000::/3）で開始するアドレス範囲が使用されます。プレフィックス
が 2000::/3（001）～ E000::/3（111）のアドレスには、Extended Unique Identifier（EUI）64
フォーマットの 64ビットインターフェイス IDを設定する必要があります。

•リンクに対してローカルなユニキャストアドレスをすべてのインターフェイスに自動的に設
定するには、修飾EUIフォーマット内で、リンクに対してローカルなプレフィックスFE80::/10
（1111111010）およびインターフェイスIDを使用します。ネイバー探索プロトコル（NDP）
およびステートレス自動設定プロセスでは、リンクに対してローカルなアドレスが使用され

ます。ローカルリンク上のノードは、リンクに対してローカルなアドレスを使用します。通

信する場合に、グローバルに一意なアドレスは不要です。IPv6ルータは、リンクに対して
ローカルな送信元または宛先アドレスを持つパケットをその他のリンクに転送しません。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing IPv6
Addressing and Basic Connectivity」の章にある IPv6ユニキャストアドレスに関する項を参照して
ください。

IPv6 の DNS

IPv6は、ドメインネームシステム（DNS）のレコードタイプを、DNS名前/アドレスおよびアド
レス/名前の検索プロセスでサポートします。DNSAAAAリソースレコードタイプは IPv6アドレ
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スをサポートし、IPv4の Aアドレスレコードと同等です。スイッチは IPv4および IPv6の DNS
解決をサポートします。

IPv6 ユニキャストのパス MTU ディスカバリ

スイッチはシステム最大伝送単位（MTU）の IPv6ノードへのアドバタイズおよびパスMTUディ
スカバリをサポートします。パスMTUディスカバリを使用すると、ホストは指定されたデータ
パスを通るすべてのリンクのMTUサイズを動的に検出して、サイズに合せて調整できます。IPv6
では、パスを通るリンクのMTUサイズが小さくてパケットサイズに対応できない場合、パケッ
トの送信元がフラグメンテーションを処理します。

ICMPv6

IPv6のインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）は、ICMP宛先到達不能メッセージな
どのエラーメッセージを生成して、処理中に発生したエラーや、その他の診断機能を報告しま

す。IPv6では、ネイバー探索プロトコルおよびパスMTUディスカバリに ICMPパケットも使用
されます。

ネイバー探索

スイッチは、IPv6対応のNDP、ICMPv6の最上部で稼働するプロトコル、およびNDPをサポート
しない IPv6ステーション対応のスタティックネイバーエントリをサポートします。IPv6ネイバー
探索プロセスは ICMPメッセージおよび送信請求ノードマルチキャストアドレスを使用して、同
じネットワーク（ローカルリンク）上のネイバーのリンク層アドレスを判別し、ネイバーに到達

できるかどうかを確認し、近接ルータを追跡します。

スイッチは、マスク長が 64未満のルートに対して ICMPv6リダイレクトをサポートしています。
マスク長が 64ビットを超えるホストルートまたは集約ルートでは、ICMPリダイレクトがサポー
トされません。

ネイバー探索スロットリングにより、IPv6パケットをルーティングするためにネクストホップ転
送情報を取得するプロセス中に、スイッチCPUに不必要な負荷がかかりません。IPv6パケットの
ネクストホップがスイッチによってアクティブに解決しようとしている同じネイバーである場合

は、そのようなパケットが追加されると、スイッチはそのパケットをドロップします。このドロッ

プにより、CPUに余分な負荷がかからないようになります。

DRP

スイッチは、ルータのアドバタイズメントメッセージの拡張機能である、IPv6 Default Router
Prefernce（DRP）をサポートします。DRPでは、特にホストがマルチホーム構成されていて、ルー
タが異なるリンク上にある場合に、ホストが適切なルータを選択する機能が向上しました。スイッ

チは、Route Information Option（RFC 4191）をサポートしません。

IPv6ホストは、オフリンク宛先へのトラフィック用にルータを選択する、デフォルトルータリス
トを維持します。次に、宛先用に選択されたルータは、宛先キャッシュに格納されます。IPv6NDP
では、到達可能であるルータまたは到達可能性の高いルータが、到達可能性が不明または低いルー

タよりも優先されます。NDPは、到達可能または到達可能の可能性があるルータとして、常に同
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じルータを選択するか、またはルータリストから繰り返し使用できます。DRPを使用することに
より、IPv6ホストが、両方ともが到達可能または到達可能の可能性がある 2台のルータを差別化
するように設定できます。

DRP for IPv6の詳細情報については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照し
てください。

IPv6 のステートレス自動設定および重複アドレス検出

スイッチではステートレス自動設定が使用されているため、ホストやモバイル IPアドレスの管理
のような、リンク、サブネット、およびサイトアドレス指定の変更を管理することができます。

ホストはリンクに対してローカルな独自アドレスを自動的に設定します。起動元ノードはルータ

に送信請求を送信して、インターフェイス設定をアドバタイズするようルータに要求します。

自動設定および重複アドレス検出の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6 アプリケーション

スイッチは、次のアプリケーションについて IPv6をサポートします。

• Ping、traceroute、Telnet、および TFTP

• IPv6トランスポートによるセキュアシェル（SSH）

• IPv6トランスポートによる HTTPサーバアクセス

• IPv4トランスポートによる AAAAの DNSレゾルバ

• IPv6アドレスの Cisco Discovery Protocol（CDP）サポート

これらのアプリケーションの管理に関する詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』を参照してください。

DHCP for IPv6 アドレスの割り当て

DHCPv6を使用すると、DHCPサーバは IPv6ネットワークアドレスなどの設定パラメータを IPv6
クライアントに渡すことができます。このアドレス割り当て機能により、ホストが接続するネッ

トワークに基づいて、適切なプレフィックス内での重複しないアドレス割り当てが管理されます。

アドレスは、1つまたは複数のプレフィックスプールから割り当てることができます。デフォル
トのドメインおよび DNSネームサーバアドレスなど、その他のオプションは、クライアントに
戻すことができます。アドレスプールは、特定のインターフェイス、複数のインターフェイス上

で使用する場合に割り当てられます。または、サーバが自動的に適切なプールを検出できます。

これらの機能の詳細および設定方法については、『Cisco IOS IPv6 Configuration Guide』を参照し
てください。

このマニュアルでは、DHCPv6のアドレス割り当てについてだけ説明します。DHCPv6クライア
ント、サーバ、またはリレーエージェント機能の設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS
IPv6 Configuration Library』の「Implementing DHCP for IPv6」の章を参照してください。
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IPv6 のスタティックルート

スタティックルートは手動で設定され、2つのネットワーキングデバイス間のルートを明示的に
定義します。スタティックルートが有効なのは、外部ネットワークへのパスが 1つしかない小規
模ネットワークの場合、または大規模ネットワークで特定のトラフィックタイプにセキュリティ

を設定する場合です。

スタティックルートの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing Static Routes for IPv6」の章を参照してください。

RIP for IPv6

IPv6の Routing Information Protocol（RIP）は、ルーティングメトリックとしてホップカウントを
使用するディスタンスベクトルプロトコルです。IPv6アドレスおよびプレフィックスのサポー
ト、すべての RIPルータを含むマルチキャストグループアドレス FF02::9を RIPアップデート
メッセージの宛先アドレスとして使用する機能などがあります。

IPv6のRIPの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6Configuration Library』の「Implementing
RIP for IPv6」の章を参照してください。

『OSPF for IPv6』

IPBaseフィーチャセットを実行しているスイッチは、IPv6のOpen Shortest Path First（OSPF）（IP
のリンクステートプロトコル）をサポートします。詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』を参照してください。

IPv6 の HSRP の設定

HSRPは、任意の単一のルータのアベイラビリティに依存せず、ルーティング IPv6トラフィック
にルーティング冗長性を提供します。IPv6ホストは、IPv6ネイバー探索ルータのアドバタイズメ
ントメッセージによって使用可能なルータを学習します。これらのメッセージは定期的にマルチ

キャストされるか、ホストにより送信請求されます。

HSRP IPv6グループには、HSRPグループ番号に基づく仮想MACアドレス、およびデフォルトで
HSRP仮想MACアドレスに基づくHSRPの仮想 IPv6リンクローカルアドレスがあります。HSRP
グループがアクティブな場合、定期的なメッセージがHSRP仮想 IPv6リンクローカルアドレスに
送信されます。グループがアクティブステートでなくなった場合、これらのメッセージは最後の

メッセージが送信されたあとで停止します。

IPv6の HSRPを設定する場合、インターフェイス上で HSRP version 2（HSRPv2）をイネーブ
ルにする必要があります。

（注）
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EIGRP IPv6

スイッチは、IPv6の Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）をサポートしています。
IPv6の EIGRPは稼働するインターフェイス上で設定されるため、グローバルな IPv6アドレスは
不要です。IP Liteを実行しているスイッチは EIGRPv6スタブルーティングをサポートします。

EIGRP IPv6インスタンスでは、実行する前に暗示的または明示的なルータ IDが必要です。暗示
的なルータ IDはローカルの IPv6アドレスを基にして作成されるため、すべての IPv6ノードには
常に使用可能なルータ IDがあります。ただし、EIGRP IPv6は IPv6ノードのみが含まれるネット
ワークで稼働するため、使用可能な IPv6ルータ IDがない場合があります。

EIGRP for IPv6の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing EIGRP for IPv6」の章を参照してください。

EIGRPv6 スタブルーティング

EIGRPv6スタブルーティング機能は、エンドユーザの近くにルーテッドトラフィックを移動す
ることでリソースの利用率を低減させます。

EIGRPv6スタブルーティングを使用するネットワークでは、ユーザに対する IPv6トラフィック
の唯一の許容ルートは、EIGRPv6スタブルーティングを設定しているスイッチ経由です。スイッ
チは、ユーザインターフェイスとして設定されているインターフェイスまたは他のデバイスに接

続されているインターフェイスにルーテッドトラフィックを送信します。

EIGRPv6スタブルーティングを使用しているときは、EIGRPv6を使用してスイッチだけをスタブ
として設定するように、分散ルータおよびリモートルータを設定する必要があります。指定した

ルートだけがスイッチから伝播されます。スイッチは、サマリー、接続ルート、およびルーティ

ングアップデートに対するすべてのクエリーに応答します。

スタブルータの状態を通知するパケットを受信した隣接ルータは、ルートについてはスタブルー

タに照会しません。また、スタブピアを持つルータは、そのピアについては照会しません。スタ

ブルータは、ディストリビューションルータを使用して適切なアップデートをすべてのピアに送

信します。

次の図では、スイッチ Bは EIGRPv6スタブルータとして設定されています。スイッチ Aおよび
Cは残りのWANに接続されています。スイッチ Bは、接続ルート、スタティックルート、再配
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信ルート、およびサマリールートをスイッチ Aと Cにアドバタイズします。スイッチ Bは、ス
イッチ Aから学習したルートをアドバタイズしません（逆の場合も同様です）。

図 1：EIGRP スタブルータ設定

EIGRPv6スタブルーティングの詳細については、『Cisco IOS IP Configuration Guide, Volume 2 of
3: Routing Protocols, Release 12.4』の「Implementing EIGRP for IPv6」を参照してください。

SNMP と Syslog、IPv6 による

IPv4と IPv6の両方をサポートするには、IPv6のネットワーク管理で IPv4および IPv6のトランス
ポートが必要になります。IPv6による Syslogは、このトランスポートのアドレスデータタイプ
をサポートします。

IPv6による SNMPおよび Syslogは、次の機能を提供します。

• IPv4と IPv6両方のサポート

• SNMPに対する IPv6トランスポート、および SNMP変更による IPv6ホストのトラップのサ
ポート

• IPv6アドレス指定をサポートするための SNMPおよび Syslogに関連するMIB

• IPv6ホストをトラップレシーバとして設定

IPv6に関連するサポートでは、SNMPは既存の IPトランスポートマッピングを変更して、IPv4
と IPv6を同時にサポートします。次の SNMP動作は、IPv6トランスポート管理をサポートしま
す。

•デフォルト設定のユーザデータグラムプロトコル（UDP）SNMPソケットを開く

• SR_IPV6_TRANSPORTと呼ばれる新しいトランスポートメカニズムを提供

• IPv6トランスポートによる SNMP通知の送信

• IPv6トランスポートの SNMP名のアクセスリストのサポート
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• IPv6トランスポートを使用した SNMPプロキシ転送のサポート

• SNMPマネージャ機能と IPv6トランスポートの連動確認

設定手順を含む、IPv6による SNMPについては、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Managing Cisco IOS Applications over IPv6」の章を参照してください。

設定手順を含む、IPv6による Syslogについては、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6 上の HTTP（S）

HTTPクライアントは要求を IPv4HTTPサーバと IPv6HTTPサーバの両方に送信し、これらのサー
バは IPv4 HTTPクライアントと IPv6 HTTPクライアントの両方からの要求に応答します。IPv6ア
ドレスを含む URLは、16ビット値をコロンで区切った 16進数で指定する必要があります。

受信ソケットコールは、IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファミリを選択します。受
信ソケットは、IPv4ソケットまたは IPv6ソケットのいずれかです。リスニングソケットは、接
続を示す IPvv4と IPv6の両方の信号を待ち受け続けます。IPv6リスニングソケットは、IPv6ワ
イルドカードアドレスにバインドされています。

基本 TCP/IPスタックは、デュアルスタック環境をサポートします。HTTPには、TCP/IPスタッ
ク、およびネットワーク層相互作用を処理するためのソケットが必要です。

HTTP接続を確立するには、基本ネットワーク接続（ping）がクライアントとサーバホストとの
間に存在する必要があります。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Managing Cisco IOS
Applications over IPv6」の章を参照してください。

サポートされていない IPv6 ユニキャストルーティング機能
スイッチは、次の IPv6機能をサポートしません。

• IPv6バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）テー
ブルのサポート

•サイトローカルなアドレス宛ての IPv6パケット

• IPv4/IPv6や IPv6/IPv4などのトンネリングプロトコル

• IPv4/IPv6または IPv6/IPv4トンネリングプロトコルをサポートするトンネルエンドポイント
としてのスイッチ

• IPv6 Web Cache Communication Protocol（WCCP）
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IPv6 機能の制限
スイッチでは IPv6はハードウェアに実装されるため、ハードウェアメモリ内の IPv6圧縮アドレ
スによる制限がいくつか発生します。これらのハードウェア制限により、機能の一部が失われて、

制限されます。

機能の制限は次のとおりです。

•スイッチはハードウェアでSNAPカプセル化 IPv6パケットを転送できません。これらはソフ
トウェアで転送されます。

•スイッチはソースルート IPv6パケットに関するQoS分類をハードウェアで適用できません。

IPv6 とスイッチスタック
スイッチにより、スタック全体で IPv6転送がサポートされ、スタックマスターで IPv6ホスト機
能がサポートされます。スタックマスターは IPv6ユニキャストルーティングプロトコルを実行
してルーティングテーブルを計算します。スタックメンバースイッチはテーブルを受信して、

転送用にハードウェア IPv6ルートを作成します。スタックマスターも、すべての IPv6アプリケー
ションを実行します。

スタック内で IPv6パケットをルーティングするには、スタック内のすべてのスイッチで IP
Baseフィーチャセットが稼動している必要があります。

（注）

新しいスイッチがスタックマスターになる場合、新しいマスターは IPv6ルーティングテーブル
を再計算してこれをメンバースイッチに配布します。新しいスタックマスターが選択中およびリ

セット中の間には、スイッチスタックによる IPv6パケットの転送は行われません。スタックMAC
アドレスが変更され、これによって IPv6アドレスが変更されます。ipv6 address ipv6-prefix/prefix
length eui-64インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、拡張固有識別子
（EUI）でスタック IPv6アドレスを指定する場合、アドレスは、インターフェイスMACアドレ
スに基づきます。IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングのイネーブル化（CLI）, （11
ページ）を参照してください。

スタック上で永続的なMACアドレスを設定し、スタックマスターが変更された場合、スタック
MACアドレスは、約 4分間、変更されません。

IPv6スタックマスターおよびメンバーの機能は次のとおりです。

•スタックマスター

◦ IPv6ルーティングプロトコルの実行

◦ルーティングテーブルの生成

◦ dCEFv6を使用するスタックメンバーへのルーティングテーブルの配布

◦ IPv6ホスト機能および IPv6アプリケーションの実行

統合プラットフォーム構成ガイド、Cisco IOS XE 3.6E（Catalyst 3850 スイッチ）
10

IPv6 ユニキャストルーティングの設定
IPv6 の概要



•スタックメンバー（IPサービスフィーチャセットを実行している必要があります）

◦スタックマスターからの CEFv6ルーティングテーブルの受信

◦ハードウェアへのルートのプログラミング

IPv6パケットに例外（IPv6オプション）がなく、スタック内のスイッチでハー
ドウェアリソースが不足していない場合、IPv6パケットがスタック全体にわ
たってハードウェアでルーティングされます。

（注）

◦マスターの再選択での CEFv6テーブルのフラッシュ

IPv6 のデフォルト設定

表 1：IPv6 のデフォルト設定

デフォルト設定機能

アドバンスデスクトップ。デフォルトは拡張テンプ

レートです

SDMテンプレート

すべてのインターフェイスでグローバルにディセーブ

ル

IPv6ルーティング

ディセーブル（IPv4CEFおよびdCEFはデフォルトで
イネーブル）

IPv6ルーティングがイネーブルの場合、
CEFv6および dCEF6は自動的にイネーブル

（注）

CEFv6または dCEFv6

未設定IPv6アドレス

IPv6 アドレッシングの設定と IPv6 ルーティングのイネーブル化（CLI）
ここでは、IPv6アドレスを各レイヤ 3インターフェイスに割り当てて、IPv6トラフィックをス
イッチ上でグローバル転送する方法を説明します。

スイッチ上の IPv6を設定する前に、次の注意事項に従ってください。

•スイッチでは、この章で説明されたすべての機能がサポートされるわけではありません。サ
ポートされていない IPv6ユニキャストルーティング機能, （9ページ）を参照してくださ
い。

統合プラットフォーム構成ガイド、Cisco IOS XE 3.6E（Catalyst 3850 スイッチ）
11

IPv6 ユニキャストルーティングの設定
IPv6 のデフォルト設定



• ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドでは、16ビット値を使用し
たコロン区切りの 16進形式で指定したアドレスで ipv6-address変数および ipv6-prefix変数を
入力する必要があります。prefix-length変数（スラッシュ（/）で始まる）は、プレフィック
ス（アドレスのネットワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値
です。

インターフェイス上の IPv6トラフィックを転送するには、そのインターフェイス上でグローバル
IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイス上で IPv6アドレスを設定すると、リ
ンクに対してローカルなアドレスの設定、およびそのインターフェイスに対する IPv6のアクティ
ブ化が自動的に行われます。設定されたインターフェイスは、次に示す、該当リンクの必須マル

チキャストグループに自動的に参加します。

•インターフェイスに割り当てられた各ユニキャストアドレスの送信要求ノードマルチキャ
ストグループFF02:0:0:0:0:1:ff00::/104（このアドレスはネイバー探索プロセスで使用される）

•すべてのノードを含む、ルータリンクに対してローカルなマルチキャストグループ FF02::1

•すべてのルータを含む、リンクに対してローカルなマルチキャストグループ FF02::2

インターフェイスから IPv6アドレスを削除するには、noipv6 address ipv6-prefix/prefix lengtheui-64
または no ipv6 address ipv6-addresslink-localインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
を使用します。インターフェイスから手動で設定したすべての IPv6アドレスを削除するには、no
ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを引数なしで使用します。IPv6
アドレスで明示的に設定されていないインターフェイスで IPv6処理をディセーブルにするには、
no ipv6 enableインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。IPv6ルーティ
ングをグローバルにディセーブルにするには、no ipv6 unicast-routingグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用します。

IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』
の「Implementing Addressing and Basic Connectivity for IPv6」の章を参照してください。

レイヤ 3インターフェイスに IPv6アドレスを割り当てて、IPv6ルーティングをイネーブルにする
は、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

IPv4および IPv6をサポートする SDMテンプレートを選択
します。

sdmpreferdual-ipv4-and-ipv6 { advanced
| vlan}

例：

Switch(config)# sdm prefer

ステップ 2   

• advanced：スイッチをデフォルトテンプレートに設定
して、システムリソースを均衡化します。
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目的コマンドまたはアクション

• vlan：ハードウェアでのルーティングをサポートしない
スイッチでの VLAN設定を最大化します。

dual-ipv4-and-ipv6 default

advancedはすべてのライセンスレベルで使用でき
ます。VLANテンプレートは LAN Baseライセン
スでのみ使用できます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 3   

オペレーティングシステムをリロードします。reload

例：

Switch# reload

ステップ 4   

スイッチのリロード後、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

設定するレイヤ3インターフェイスを指定します。インター
interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 6   

フェイスは物理インターフェイス、スイッチ仮想インター

フェイス（SVI）、またはレイヤ 3 EtherChannelに設定でき
ます。gigabitethernet 1/0/1

レイヤ 2コンフィギュレーションモードからインターフェ
イスを削除します（物理インターフェイスの場合）。

noswitchport

例：

Switch(config-if)# no switchport

ステップ 7   

次のいずれかを使用します。ステップ 8   • IPv6アドレスの下位64ビットの拡張固有識別子（EUI）
を使用して、グローバル IPv6アドレスを指定します。• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length

eui-64 ネットワークプレフィックスだけを指定します。最終

の 64ビットは、スイッチのMACアドレスから自動的
• ipv6 address ipv6-address/prefix
length

に計算されます。これにより、インターフェイス上で

IPv6処理がイネーブルになります。
• ipv6 address ipv6-address link-local •インターフェイスのIPv6アドレスを手動で設定します。
• ipv6 enable

•インターフェイスで IPv6がイネーブルな場合に自動設
定されるリンクローカルなアドレスでなく、インター• ipv6 addressWORD
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目的コマンドまたはアクション

フェイス上の特定のリンクローカルなアドレスを使用

するように指定します。このコマンドにより、インター

フェイス上で IPv6処理がイネーブルになります。

• ipv6 addressautoconfig

• ipv6 addressdhcp

例：
Switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64

Switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64

Switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1:: link-local

Switch(config-if)# ipv6 enable

•インターフェイスに IPv6リンクローカルなアドレスを
自動設定し、インターフェイスでの IPv6処理をイネー
ブルにします。リンクに対してローカルなアドレスを

使用できるのは、同じリンク上のノードと通信する場

合だけです。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Switch(config-if)# exit

ステップ 9   

スイッチ上で IPルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

Switch(config)# ip routing

ステップ 10   

IPv6ユニキャストデータパケットの転送をイネーブルにし
ます。

ipv6unicast-routing

例：

Switch(config)# ipv6 unicast-routing

ステップ 11   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 12   

入力を確認します。show ipv6 interface interface-id

例：

Switch# show ipv6 interface

ステップ 13   

gigabitethernet 1/0/1
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存し

ます。

copyrunning-configstartup-config

例：
Switch# copy running-config
startup-config

ステップ 14   

IPv4 および IPv6 プロトコルスタックの設定（CLI）
IPv4および IPv6を両方サポートし、IPv6ルーティングがイネーブルになるようにレイヤ 3イン
ターフェイスを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

IPv6アドレスが設定されていないインターフェイスで IPv6処理をディセーブルにするには、
no ipv6 enableインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

（注）
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手順の概要

1. configureterminal
2. ip routing
3. ipv6 unicast-routing
4. interface interface-id
5. no switchport
6. ip address ip-address mask [secondary]
7. 次のいずれかを使用します。

• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64

• ipv6 address ipv6-address/prefix length

• ipv6 address ipv6-address link-local

• ipv6 enable

• ipv6 addressWORD

• ipv6 addressautoconfig

• ipv6 addressdhcp

8. end
9. 次のいずれかを使用します。

• show interface interface-id

• show ip interface interface-id

• show ipv6 interface interface-id

10. copyrunning-configstartup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

スイッチ上でルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

Switch(config)# ip routing

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ上で IPv6データパケットの転送をイネーブルに
します。

ipv6 unicast-routing

例：

Switch(config)# ipv6 unicast-routing

ステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

し、設定するレイヤ 3インターフェイスを指定します。
interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 4   

gigabitethernet 1/0/1

レイヤ2コンフィギュレーションモードからインターフェ
イスを削除します（物理インターフェイスの場合）。

no switchport

例：

Switch(config-if)# no switchport

ステップ 5   

インターフェイスのプライマリまたはセカンダリ IPv4ア
ドレスを指定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

Switch(config-if)# ip address 10.1.2.3

ステップ 6   

255.255.255

次のいずれかを使用します。ステップ 7   •グローバル IPv6アドレスを指定します。ネットワー
クプレフィックスだけを指定します。最終の 64ビッ• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length

eui-64 トは、スイッチのMACアドレスから自動的に計算さ
れます。

• ipv6 address ipv6-address/prefix length
•インターフェイスで IPv6がイネーブルな場合に自動
設定されるリンクローカルなアドレスでなく、イン

• ipv6 address ipv6-address link-local

ターフェイス上のリンクローカルなアドレスを使用す

るように指定します。

• ipv6 enable

• ipv6 addressWORD
•インターフェイスに IPv6リンクローカルなアドレス
を自動設定し、インターフェイスでの IPv6処理をイ

• ipv6 addressautoconfig

• ipv6 addressdhcp
ネーブルにします。リンクに対してローカルなアドレ

スを使用できるのは、同じリンク上のノードと通信す

る場合だけです。

インターフェイスから手動で設定したすべての

IPv6アドレスを削除するには、no ipv6 address
インターフェイスコンフィギュレーションコマ

ンドを引数なしで使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 8   

入力を確認します。次のいずれかを使用します。ステップ 9   

• show interface interface-id

• show ip interface interface-id

• show ipv6 interface interface-id

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config
startup-config

ステップ 10   

デフォルトルータプリファレンスの設定（CLI）
ルータアドバタイズメント（RA）メッセージは、ipv6 nd router-preferenceインターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドによって設定される DRPとともに送信されます。DRPが設定さ
れていない場合は、RAは中小規模のプリファレンスとともに送信されます。

リンク上の 2つのルータが等価ではあっても、等コストではないルーティングを提供する可能性
がある場合、およびポリシーでホストがいずれかのルータを選択するよう指示された場合は、DRP
が有効です。

IPv6の DRPの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing IPv6 Addresses and Basic Connectivity」の章を参照してください。

インターフェイス上のルータに DRPを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行しま
す。
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始して、DRPを指定するレイヤ3インター
フェイスを特定します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface gigabitethernet

ステップ 2   

1/0/1

スイッチインターフェイス上のルータに DRPを
指定します。

ipv6 nd router-preference {high |medium | low}

例：

Switch(config-if)# ipv6 nd router-preference

ステップ 3   

medium

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 4   

設定を確認します。showipv6interface

例：

Switch# show ipv6 interface

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config startup-config

ステップ 6   

IPv6 ICMP レート制限の設定（CLI）
ICMPレート制限はデフォルトでイネーブルです。エラーメッセージのデフォルト間隔は 100ミ
リ秒、デフォルトバケットサイズ（バケットに格納される最大トークン数）は 10です。
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ICMPレート制限パラメータを変更するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

IPv6 ICMPエラーメッセージの間隔とバケットサイズ
を設定します。

ipv6 icmp error-interval interval [bucketsize]

例：

Switch(config)# ipv6 icmp error-interval

ステップ 2   

• interval：バケットに追加されるトークンの間隔
（ミリ秒）。指定できる範囲は 0～ 2147483647
ミリ秒です。

50 20

• bucketsize：（任意）バケットに格納される最大
トークン数。指定できる範囲は 1～ 200です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 3   

入力を確認します。show ipv6 interface [interface-id]

例：

Switch# show ipv6 interface

ステップ 4   

gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保

存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 5   

startup-config

IPv6 の CEF および dCEF の設定
シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）は、ネットワークパフォーマンスを最適化するた
めのレイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。CEFには高度な IP検索および転送アルゴリズ
ムが実装されているため、レイヤ3スイッチングのパフォーマンスを最大化できます。高速スイッ
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チングルートキャッシュよりも CPUにかかる負担が少ないため、CEFはより多くの CPU処理能
力をパケット転送に振り分けることができます。スイッチスタックでは、ハードウェアによって

distributedCEF（dCEF）が使用されます。IPv4CEFおよびdCEFはデフォルトでイネーブルです。
IPv6 CEFおよび dCEFはデフォルトでディセーブルですが、IPv6ルーティングを設定すると自動
的にイネーブルになります。

IPv6ルーティングが設定されていない場合は、IPv6 CEFおよび dCEFは自動的にディセーブルに
なります。IPv6 CEFおよび dCEFは、設定中にディセーブルにできません。IPv6ステータスを確
認するには、show ipv6 cef特権 EXECコマンドを入力します。

IPv6ユニキャストパケットをルーティングするには、最初に ipv6 unicast-routingグローバルコ
ンフィギュレーションコマンドを使用して、IPv6ユニキャストパケットの転送をグローバルに設
定してから、ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、特定
のインターフェイスに IPv6アドレスおよび IPv6処理を設定する必要があります。

CEFおよび dCEFの設定に関する詳細情報については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』を参照してください。

IPv6 のスタティックルーティングの設定（CLI）
スタティック IPv6ルートを設定する前に、ip routingグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用してルーティングをイネーブルにし、ipv6 unicast-routingグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用して IPv6パケットの転送をイネーブルにし、インターフェイスに IPv6ア
ドレスを設定して少なくとも 1つのレイヤ 3インターフェイス上で IPv6をイネーブルにする必要
があります。

スタティック IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6Configuration
Library』の「Implementing Static Routes for IPv6」の章を参照してください。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステッ

プ 1   

スタティック IPv6ルートを設定します。ipv6 route ipv6-prefix/prefix length
{ipv6-address | interface-id

ステッ

プ 2   • ipv6-prefix：スタティックルートの宛先となる IPv6ネットワーク。ス
タティックホストルートを設定する場合は、ホスト名も設定できま

す。

[ipv6-address]} [administrative
distance]

例：

Switch(config)# ipv6 route

• /prefix length：IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレ
スのネットワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示

す 10進値です。10進数値の前にスラッシュ記号が必要です。2001:0DB8::/32
gigabitethernet2/0/1 130
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目的コマンドまたはアクション

• ipv6-address：指定したネットワークに到達するために使用可能なネ
クストホップの IPv6アドレス。ネクストホップの IPv6アドレスを
直接接続する必要はありません。再帰処理が実行されて、直接接続さ

れたネクストホップの IPv6アドレスが検出されます。このアドレス
はRFC2373に記載された形式（16ビット値を使用したコロン区切り
の 16進表記で指定）で設定する必要があります。

• interface-id：Point-To-Point（ポイントツーポイント）インターフェイ
スおよびブロードキャストインターフェイスからのダイレクトスタ

ティックルートを指定します。ポイントツーポイントインターフェ

イスの場合、ネクストホップの IPv6アドレスを指定する必要はあり
ません。ブロードキャストインターフェイスの場合は、常にネクス

トホップの IPv6アドレスを指定するか、または指定したプレフィッ
クスをリンクに割り当てて、リンクに対してローカルなアドレスをネ

クストホップとして指定する必要があります。パケットの送信先と

なるネクストホップの IPv6アドレスを指定することもできます。

リンクに対してローカルなアドレスをネクストホップとして使

用する場合は、interface-idを指定する必要があります（リンク
に対してローカルなネクストホップを隣接ルータに設定する必

要もあります）。

（注）

• administrative distance：（任意）アドミニストレーティブディスタン
ス。指定できる範囲は 1～ 254です。デフォルト値は 1で、この場
合、接続されたルートを除くその他のどのルートタイプよりも、ス

タティックルートが優先します。フローティングスタティックルー

トを設定する場合は、ダイナミックルーティングプロトコルよりも

大きなアドミニストレーティブディスタンスを使用します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステッ

プ 3   

IPv6ルーティングテーブルの内容を表示して、設定を確認します。次のいずれかを使用します。ステッ

プ 4   •• interface interface-id：（任意）出力インターフェイスとして指定され
たインターフェイスを含むスタティックルートのみを表示します。

show ipv6 static
[ipv6-address |
ipv6-prefix/prefix length ]

• recursive：（任意）再帰スタティックルートのみを表示します。
recursiveキーワードは interfaceキーワードと相互に排他的です。た

[interface interface-id ]
[detail]][recursive] [detail]

だし、コマンド構文に IPv6プレフィックスが指定されているかどう
かに関係なく、使用することができます。

• show ipv6 route static
[ updated ]

• detail：（任意）次に示す追加情報を表示します。
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目的コマンドまたはアクション

◦有効な再帰ルートの場合、出力パスセットおよび最大分解深度
例：
Switch# show ipv6 static
2001:0DB8::/32 interface

◦無効なルートの場合、ルートが無効な理由

gigabitethernet2/0/1

または

Switch# show ipv6 route static

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config

ステッ

プ 5   

startup-config

RIP for IPv6 の設定（CLI）
IPv6RIPを実行するようにスイッチを設定する前に、ip routingグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用してルーティングをイネーブルにし、ipv6 unicast-routingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送をイネーブルにして、IPv6 RIPをイネー
ブルにするレイヤ 3インターフェイス上で IPv6をイネーブルにする必要があります。

IPv6の RIPルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

IPv6 RIPルーティングプロセスを設定し、このプロセスに
対してルータコンフィギュレーションモードを開始します。

ipv6 router rip name

例：

Switch(config)# ipv6 router rip cisco

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IPv6 RIPがサポートできる等コストルートの最大
数を定義します。指定できる範囲は 1～ 32で、デフォルト
は 16ルートです。

maximum-paths number-paths

例：

Switch(config-router)# maximum-paths

ステップ 3   

6

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Switch(config-router)# exit

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

設定するレイヤ 3インターフェイスを指定します。
interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 5   

gigabitethernet 1/0/1

指定された IPv6 RIPルーティングプロセスをインターフェ
イス上でイネーブルにします。

ipv6 rip nameenable

例：

Switch(config-if)# ipv6 rip cisco

ステップ 6   

enable

（任意）IPv6デフォルトルート（::/0）をRIPルーティング
プロセスアップデートに格納して、指定インターフェイス

から送信します。

ipv6 rip namedefault-information {only |
originate}

例：

Switch(config-if)# ipv6 rip cisco

ステップ 7   

任意のインターフェイスから IPv6デフォルトルー
ト（::/0）を送信したあとに、ルーティングルー
プが発生しないようにするために、ルーティング

プロセスは任意のインターフェイスで受信したす

べてのデフォルトルートを無視します。

（注）

default-information only

• only：このインターフェイスから送信するアップデー
トに、デフォルトルートを格納し、その他のすべての

ルートを含めない場合に選択します。

• originate：このインターフェイスから送信するアップ
デートに、デフォルトルートおよびその他のすべての

ルートを格納する場合に選択します。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 8   

次のいずれかを使用します。ステップ 9   •現在の IPv6 RIPプロセスに関する情報を表示します。

• IPv6ルーティングテーブルの現在の内容を表示しま
す。

• show ipv6 rip [name] [
interfaceinterface-id] [ database ] [
next-hops ]

• show ipv6 rip

例：
Switch# show ipv6 rip cisco interface
gigabitethernet2/0/1

または

Switch# show ipv6 rip

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存し

ます。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 10   

startup-config

OSPF for IPv6 の設定（CLI）
ネットワークでは、IPv6の OSPFをカスタマイズできます。ただし、IPv6の OSPFのデフォルト
設定は、ほとんどのカスタマーおよび機能の要件を満たします。

次の注意事項に従ってください。

• IPv6コマンドのデフォルト設定を変更する場合は注意してください。デフォルト設定を変更
すると、IPv6ネットワークの OSPFに悪影響が及ぶことがあります。

•インターフェイスで IPv6OSPFをイネーブルにする前に、ip routingグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用してルーティングをイネーブルにし、ipv6 unicast-routingグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送をイネーブルにし、
IPv6 OSPFをイネーブルにするレイヤ 3インターフェイスで IPv6をイネーブルにする必要が
あります。
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IPv6の OSPFルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration
Library』の「Implementing OSPF for IPv6」の章を参照してください。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

プロセスに対して OSPFルータコンフィギュレーションモー
ドをイネーブルにします。プロセス IDは、IPv6OSPFルーティ

ipv6 router ospf process-id

例：

Switch(config)# ipv6 router ospf 21

ステップ 2   

ングプロセスをイネーブルにする場合に管理上割り当てられる

番号です。この IDはローカルに割り当てられ、1～ 65535の正
の整数を指定できます。

（任意）エリア境界でルートを統合および集約します。area area-idrange {ipv6-prefix/prefix
length} [advertise | not-advertise] [cost
cost]

ステップ 3   

• area-id：ルートをサマライズするエリアの ID。10進数ま
たは IPv6プレフィックスのどちらかを指定できます。

例：

Switch(config)# area .3 range

• ipv6-prefix/prefix length：宛先 IPv6ネットワーク、およびプ
レフィックス（アドレスのネットワーク部分）を構成する

2001:0DB8::/32 not-advertise アドレスの上位連続ビット数を示す 10進数。10進値の前
にスラッシュ（/）を付加する必要があります。

• advertise：（任意）アドバタイズするアドレス範囲ステー
タスを設定し、タイプ 3のサマリーリンクステートアド
バタイズメント（LSA）を生成します。

• not-advertise：（任意）アドレス範囲ステータスを
DoNotAdvertiseに設定します。Type3サマリーLSAは抑制
され、コンポーネントネットワークは他のネットワーク

から隠された状態のままです。

• cost cost：（任意）現在のサマリールートのメトリックま
たはコストを設定します。宛先への最短パスを判別する場

合に、OSPF SPF計算で使用します。指定できる値は 0～
16777215です。

（任意）IPv6 OSPFがルーティングテーブルに入力する必要が
ある、同じ宛先への等コストルートの最大数を定義します。指

定できる範囲は 1～ 32で、デフォルトは 16です。

maximum paths number-paths

例：

Switch(config)# maximum paths 16

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Switch(config-if)# exit

ステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、

設定するレイヤ 3インターフェイスを指定します。
interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 6   

gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスで IPv6の OSPFをイネーブルにします。ipv6 ospf process-idarea area-id [instance
instance-id]

ステップ 7   

• instance instance-id：（任意）インスタンス ID。

例：

Switch(config-if)# ipv6 ospf 21 area
.3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 8   

次のいずれかを使用します。ステップ 9   • OSPFインターフェイスに関する情報を表示します。

• OSPFルーティングプロセスに関する一般情報を表示しま
す。

• show ipv6 ospf [process-id ] [
area-id ] interface [interface-id ]

• show ipv6 ospf [process-id ] [
area-id ]

例：
Switch# show ipv6 ospf 21 interface
gigabitethernet2/0/1

または

Switch# show ipv6 ospf 21

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存しま

す。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 10   

startup-config
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IPv6 の EIGRP の設定
IPv6 EIGRPを実行するようにスイッチを設定する前に、 ip routing global configurationグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを入力してルーティングをイネーブルにし、ipv6unicast-routing
globalグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して IPv6パケットの転送をイネーブ
ルにして、IPv6 EIGRPをイネーブルにするレイヤ 3インターフェイス上で IPv6をイネーブルにし
ます。

明示的なルータ IDを設定するには、show ipv6 eigrpコマンドを使用して設定済みのルータ IDを
確認してから、router-idコマンドを使用します。

EIGRP IPv4の場合と同様に、EIGRPv6を使用して EIGRP IPv6インターフェイスを指定し、これ
らのサブセットを受動インターフェイスとして選択できます。passive-interfaceコマンドを使用し
てインターフェイスをパッシブに設定してから、選択したインターフェイスでnopassive-interface
コマンドを使用してこれらのインターフェイスをアクティブにします。受動インターフェイスで

は、EIGRP IPv6を設定する必要がありません。

設定手順の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing
EIGRP for IPv6」の章を参照してください。

IPv6 ユニキャストリバースパス転送の設定
ユニキャストリバースパス転送（ユニキャスト RPF）機能は、検証可能な送信元 IPアドレスが
不足している IPパケットを廃棄することで、間違ったまたは偽造（スプーフィングされた）送信
元 IPアドレスがネットワークに流れて発生する問題を軽減するのに役立ちます。たとえば、Smurf
や Tribal Flood Network（TFN）など、多くの一般的なタイプの DoS攻撃は、偽造された、または
次々に変わる送信元 IPアドレスを使用して、攻撃を突き止めたりフィルタすることを攻撃者が阻
止できるようにします。パブリックアクセスを提供するインターネットサービスプロバイダー

（ISP）の場合、uRPFが IPルーティングテーブルと整合性の取れた有効な送信元アドレスを持つ
パケットだけを転送することによって、そのような攻撃をそらします。この処理により、ISPの
ネットワーク、その顧客、および残りのインターネットが保護されます。

（注）

•ユニキャスト RPFは、IPサービスでのみでサポートされます。

•スイッチが複数のスイッチタイプが混在する混合ハードウェアスタック内にある場合は、
ユニキャスト RPFを設定しないでください。

IPユニキャストRPF設定の詳細については、『Cisco IOS Security ConfigurationGuide, Release 12.4』
の「Other Security Features」の章を参照してください。
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IPv6 の表示
次のコマンドの構文および使用方法の詳細については、Cisco IOSのコマンドリファレンスを参照
してください。

表 2：IPv6 をモニタリングするコマンド

目的コマンド

アクセスリストのサマリーを表示します。show ipv6 access-list

IPv6のCiscoエクスプレスフォワーディングを
表示します。

show ipv6 cef

IPv6インターフェイスのステータスと設定を表
示します。

show ipv6 interfaceinterface-id

宛先キャッシュごとに IPv6MTUを表示します。show ipv6 mtu

IPv6ネイバーキャッシュエントリを表示しま
す。

show ipv6 neighbors

IPv6 OSPF情報を表示します。show ipv6 ospf

IPv6プレフィックスリストを表示します。show ipv6 prefix-list

スイッチの IPv6ルーティングプロトコルのリ
ストを表示します。

show ipv6 protocols

IPv6 RIPルーティングプロトコルステータス
を表示します。

show ipv6 rip

IPv6 RIPルーティングプロトコルステータス
を表示します。

show ipv6 rip

IPv6ルートテーブルエントリを表示します。show ipv6 route

ローカル IPv6ルータを表示します。show ipv6 routers

IPv6スタティックルートを表示します。show ipv6 static

IPv6トラフィックの統計情報を表示します。show ipv6 traffic
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表 3：EIGRP IPv6 情報を表示するためのコマンド

目的コマンド

EIGRPIPv6用に設定されたインターフェイスの
情報を表示します。

show ipv6 eigrp [as-number] interface

EIGRP IPv6で検出されたネイバーを表示しま
す。

show ipv6 eigrp [as-number] neighbor

送受信される EIGRP IPv6パケット数を表示し
ます。

show ipv6 interface[as-number] traffic

IPv6トポロジテーブルの EIGRPエントリを表
示します。

show ipv6 eigrptopology [as-number | ipv6-address]
[active | all-links | detail-links | pending | summary
| zero-successors | Base]

DHCP for IPv6 アドレス割り当ての設定

DHCPv6 アドレス割り当てのデフォルト設定
デフォルトで、DHCPv6機能はスイッチに設定されています。

DHCPv6 アドレス割り当ての設定時の注意事項
DHCPv6アドレス割り当てを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

•以下の手順では、次に示すレイヤ 3インターフェイスの 1つを指定する必要があります。

◦ DHCPv6 IPv6ルーティングは、レイヤ 3インターフェイス上でイネーブルである必要が
あります。

◦ SVI：interface vlan vlan_idコマンドを使用して作成された VLANインターフェイスで
す。

◦レイヤ 3モードの EtherChannelポートチャネル：interface port-channel
port-channel-numberコマンドを使用して作成されたポートチャネル論理インターフェ
イス。

•スイッチは、DHCPv6クライアント、サーバ、またはリレーエージェントとして動作できま
す。DHCPv6クライアント、サーバ、およびリレー機能は、インターフェイスで相互に排他
的です。

統合プラットフォーム構成ガイド、Cisco IOS XE 3.6E（Catalyst 3850 スイッチ）
30

IPv6 ユニキャストルーティングの設定
DHCP for IPv6 アドレス割り当ての設定



• DHCPv6クライアント、サーバ、またはリレーエージェントは、マスタースイッチ上でだけ
稼働します。スタックマスターの再選出があった場合、新しいマスタースイッチはDHCPv6
設定を維持します。ただし、DHCPサーバデータベースリース情報のローカルの RAMコ
ピーは、維持されません。

DHCPv6 サーバ機能のイネーブル化（CLI）
DHCPv6プールの特性を変更するには、no形式の DHCPプールコンフィギュレーションモード
コマンドを使用します。インターフェイスに対して DHCPv6サーバ機能をディセーブルにするに
は、no ipv6 dhcp serverインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

インターフェイスで DHCPv6サーバをイネーブルにするには、特権 EXECモードで次の手順を実
行します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

DHCPプールコンフィギュレーションモードを開始して、IPv6
DHCPプールの名前を定義します。プール名は、記号文字列
（Engineeringなど）または整数（0など）です。

ipv6 dhcp pool poolname

例：

Switch(config)# ipv6 dhcp pool 7

ステップ 2   

（任意）アドレス割り当て用のアドレスプレフィックスを指定

します。

address prefix IPv6-prefix {lifetime}
{t1 t1 | infinite}

例：

Switch(config-dhcpv6)# address

ステップ 3   

このアドレスは、16ビット値をコロンで区切った16進数で指定
する必要があります。

lifetime t1 t1：IPv6アドレスプレフィックスが有効な状態を維持
するタイムインターバル（秒）を指定します。指定できる範囲

prefix 2001:1000::0/64 lifetime
3600

は 5～ 4294967295秒です。間隔を指定しない場合は、infiniteを
指定します。

（任意）link-address IPv6プレフィックスを指定します。link-address IPv6-prefix

例：

Switch(config-dhcpv6)# link-address

ステップ 4   

着信インターフェイス上のアドレスまたはパケットのリンクア

ドレスが指定した IPv6プレフィックスに一致する場合、サーバ
は設定情報プールを使用します。

2001:1002::0/64
このアドレスは、16ビット値をコロンで区切った16進数で指定
する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ベンダー固有のコンフィギュレーションモードを開始

して、ベンダー固有の ID番号を指定します。この番号は、ベン
vendor-specific vendor-id

例：

Switch(config-dhcpv6)#

ステップ 5   

ダーの IANAプライベートエンタープライズ番号です。指定で
きる範囲は 1～ 4294967295です。

vendor-specific 9

（任意）ベンダー固有のサブオプション番号を入力します。指

定できる範囲は 1～ 65535です。IPv6アドレス、ASCIIテキス
suboption number {address
IPv6-address | ascii ASCII-string | hex
hex-string}

ステップ 6   

ト、または16進文字列をサブオプションパラメータで定義され
ているように入力します。

例：

Switch(config-dhcpv6-vs)# suboption
1 address 1000:235D::

DHCPプールコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Switch(config-dhcpv6-vs)# exit

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Switch(config-dhcpv6)# exit

ステップ 8   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、設

定するインターフェイスを指定します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 9   

gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスに対して DHCPv6サーバ機能をイネーブルに
します。

ipv6dhcpserver [poolname | automatic]
[rapid-commit] [preference value]
[allow-hint]

ステップ 10   

• poolname：（任意）IPv6DHCPプールのユーザ定義の名前。
プール名は、記号文字列（Engineeringなど）または整数（0
など）です。

例：

Switch(config-if)# ipv6 dhcp server
automatic • automatic：（任意）サーバが、クライアントにアドレスを

割り当てるときに使用するプールを自動的に決定できるよ

うにします。

• rapid-commit：（任意）2つのメッセージを交換する方式を
許可します。
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目的コマンドまたはアクション

• preference値：（任意）サーバによって送信されるアドバ
タイズメントメッセージ内のプリファレンスオプションで

指定するプリファレンス値を設定します。有効な範囲は 0
～ 255です。デフォルトのプリファレンス値は 0です。

• allow-hint：（任意）サーバが SOLICITメッセージに含ま
れるクライアントの提案を考慮するかどうかを指定します。

デフォルトでは、サーバはクライアントのヒントを無視し

ます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 11   

次のいずれかを実行します。ステップ 12   • DHCPv6プール設定を確認します。

• DHCPv6サーバ機能がインターフェイス上でイネーブルで
あることを確認します。

• show ipv6 dhcp pool

• show ipv6 dhcp interface

例：
Switch# show ipv6 dhcp pool

または

Switch# show ipv6 dhcp interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config

ステップ 13   

startup-config

DHCPv6 クライアント機能のイネーブル化（CLI）
このタスクでは、インターフェイスに対して DHCPv6クライアントをイネーブルにする方法を説
明します。
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始し、設定するインターフェイスを指定します。

interface interface-id

例：

Switch(config)# interface

ステップ 2   

gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスでDHCPv6サーバから IPv6アドレス
を取得できるようにします。

ipv6 address dhcp [rapid-commit]

例：

Switch(config-if)# ipv6 address dhcp

ステップ 3   

rapid-commit：（任意）アドレス割り当てに2つのメッ
セージを交換する方式を許可します。

rapid-commit

（任意）インターフェイスでベンダー固有のオプショ

ンを要求できるようにします。

ipv6 dhcp client request [vendor-specific]

例：

Switch(config-if)# ipv6 dhcp client

ステップ 4   

request vendor-specific

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 5   

DHCPv6クライアントがインターフェイスでイネーブ
ルになっていることを確認します。

showipv6dhcpinterface

例：

Switch# show ipv6 dhcp interface

ステップ 6   
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IPv6 ユニキャストルーティングの設定例

IPv6 アドレッシングの設定と IPv6 ルーティングのイネーブル化：例
次に、IPv6プレフィックス 2001:0DB8:c18:1::/64に基づく、リンクに対してローカルなアドレスお
よびグローバルアドレスを使用して、IPv6をイネーブルにする例を示します。EUI-64インター
フェイス IDが、両方のアドレスの下位 64ビットで使用されます。show ipv6 interface EXECコマ
ンドの出力は、インターフェイスのリンクに対してローカルなプレフィックス FE80::/64にイン
ターフェイス ID（20B:46FF:FE2F:D940）を付加する方法を示すために追加されています。

Switch(config)# ipv6 unicast-routing
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/11
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
Switch(config-if)# end
Switch# show ipv6 interface gigabitethernet1/0/11
GigabitEthernet1/0/11 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
2001:0DB8:c18:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 2001:0DB8:c18:1::/64 [EUI]
Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

デフォルトルータプリファレンスの設定：例

次に、インターフェイス上のルータに高い DRPを設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# ipv6 nd router-preference high
Switch(config-if)# end

IPv4 および IPv6 プロトコルスタックの設定：例
次に、インターフェイス上で IPv4および IPv6ルーティングをイネーブルにする例を示します。

Switch(config)# ip routing
Switch(config)# ipv6 unicast-routing
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Switch(config)# interface fastethernet1/0/11
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ip address 192.168.99.1 255.255.255.0
Switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
Switch(config-if)# end

DHCPv6 サーバ機能のイネーブル化：例
次の例では、engineeringという IPv6アドレスプレフィックスを持つプールを設定する方法を示し
ます。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 dhcp pool engineering
Switch(config-dhcpv6)#address prefix 2001:1000::0/64
Switch(config-dhcpv6)# end

次に、3リンクアドレスおよび IPv6アドレスプレフィックスを持つ testgroupと呼ばれるプールを
設定する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 dhcp pool testgroup
Switch(config-dhcpv6)# link-address 2001:1001::0/64
Switch(config-dhcpv6)# link-address 2001:1002::0/64
Switch(config-dhcpv6)# link-address 2001:2000::0/48
Switch(config-dhcpv6)# address prefix 2001:1003::0/64
Switch(config-dhcpv6)# end

次の例では、350というベンダー固有オプションを持つプールを設定する方法を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# ipv6 dhcp pool 350
Switch(config-dhcpv6)# address prefix 2001:1005::0/48
Switch(config-dhcpv6)# vendor-specific 9
Switch(config-dhcpv6-vs)# suboption 1 address 1000:235D::1
Switch(config-dhcpv6-vs)# suboption 2 ascii "IP-Phone"
Switch(config-dhcpv6-vs)# end

DHCPv6 クライアント機能のイネーブル化：例
次に、IPv6アドレスを取得して、rapid-commitオプションをイネーブルにする例を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# ipv6 address dhcp rapid-commit

IPv6 ICMP レート制限の設定：例
次に、IPv6 ICMPエラーメッセージ間隔を 50ミリ秒に、バケットサイズを 20トークンに設定す
る例を示します。

Switch(config)#ipv6 icmp error-interval 50 20
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IPv6 のスタティックルーティングの設定：例
次に、アドミニストレーティブディスタンスが 130のフローティングスタティックルートをイ
ンターフェイスに設定する例を示します。

Switch(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32 gigabitethernet2/0/1 130

IPv6 の RIP の設定：例
次に、最大 8の等コストルートにより RIPルーティングプロセス ciscoをイネーブルにし、イン
ターフェイス上でこれをイネーブルにする例を示します。

Switch(config)# ipv6 router rip cisco
Switch(config-router)# maximum-paths 8
Switch(config)# exit
Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/11
Switch(config-if)# ipv6 rip cisco enable

IPv6 の表示：例
次に、show ipv6 interface特権 EXECコマンドの出力例を示します。

Switch# show ipv6 interface
Vlan1 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
3FFE:C000:0:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 3FFE:C000:0:1::/64 [EUI]

Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds

<output truncated>
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